
【平成３０年度の方針】（H29.5.18第1回福島ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｺｰｽﾄ推進本部決定）

３ 構想を担う人材の育成

１ 福島イノベーション・コースト構想の推進体制の整備強化

２ 産業集積及び交流人口の拡大

５ 拠点を核とした周辺環境整備

４ 各プロジェクトの着実な推進

福島復興再生特別措置法の改正により、構想の推進が法定化さ
れ、構想は新たなステージを迎える。
浜通り地域等の再生のエンジンである本構想の実現に向け、以

下の方針に基づき、県としても果敢に挑戦し、平成30年度の予算
確保については政府に要望、構想の早期具体化を強力に推進する。

【平成30年度当初及び平成29年度補正政府予算案の主な関連事業】

資料2-2新生ふくしま復興推進本部
平成29年12月25日

１．福島イノベーション・コースト構想の推進体制の整備強化
◇福島ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｺｰｽﾄ構想推進基盤整備事業

２．産業集積及び交流人口の拡大
◇自立・帰還支援雇用創出企業立地補助金 （185.0億円）

５．拠点を核とした周辺環境整備
◇福島再生加速化交付金
（地域公共交通など必要な生活環境を整備するための調査・実証を実施） （再掲）

福島ロボットテストフィールド

福島イノベーション・コースト構想シンポジウム

阿武隈地域風力発電（イメージ）

除草ロボット

プロジェクトガイド

〔経済産業省〕7.7億円

〔経済産業省〕80.0億円

（ｰ）

３．構想を担う人材の育成
◇福島ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｺｰｽﾄ構想等を担う人材育成に関する事業 （ｰ）〔文部科学省〕2億円

４．各プロジェクトの着実な推進
〈全般〉
◇地域復興実用化開発等促進事業
〈廃炉〉
◇廃炉・汚染水対策事業（放射性物質研究拠点施設等運営事業）

〈ロボット〉
◇福島ﾛﾎﾞｯﾄﾃｽﾄﾌｨｰﾙﾄﾞ・研究開発拠点整備事業
◇共同利用施設（ﾛﾎﾞｯﾄ技術開発等関連）整備事業
◇ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾄﾞﾛｰﾝが活躍する省ｴﾈﾙｷﾞｰ社会の
実現ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

〈農林水産〉
◇福島ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｺｰｽﾄ構想に基づく先端農林業ﾛﾎﾞｯﾄ
研究開発事業

◇福島県水産試験研究拠点整備事業
〈大学教育〉
◇大学等の「復興知」を活用した
福島ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｺｰｽﾄ構想促進事業

〈エネルギー〉
◇福島県における再生可能エネルギーの導入促進
のための支援事業費補助金

◇未利用エネルギーを活用した
水素サプライチェーン構築実証事業

◇分散型エネルギーシステムの構築支援事業
◇福島県における再生可能エネルギー由来水素
製造実証のための発電設備支援事業費補助金

〈情報発信〉
◇福島再生加速化交付金
（原子力災害に係る経験と教訓を後世に伝えるための
情報発信拠点（ｱｰｶｲﾌﾞ拠点） の整備等を推進）

（13.1億円）
（12.8億円）

（33.0億円）

（807億円）

（ｰ）

（0.9億円）
（2.9億円）

（25.0億円）

（47億円の内数）
（63億円の内数）

（69.7億円）

〔経済産業省〕34.8億円
〔経済産業省〕17.7億円

〔経済産業省〕32.2億円

〔復興庁〕828億円の内数

〔文部科学省〕1.5億円

〔農林水産省〕1.4億円
〔農林水産省〕3.6億円

〔経済産業省〕17.1億円【29補正】

〔経済産業省〕75.0億円

〔経済産業省〕89.3億円の内数
〔経済産業省〕70.0億円の内数

〔経済産業省〕69.7億円

〔経済産業省〕27.0億円【29補正】


